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織田 2009;武井， 2010), 獣医師については，仕事におけるス トレスをもたらす要因やそ
れを生む構造が十分明 らかにされておらず，個別の検討が求められる。
本邦には現在，全国に 16の獣医学系大学がある。学生の約半数は女性であ り（栗本，







Hibi et al (2015) の報告があるが， こうした研究は多くはない。他にも獣医療従事者の労
働環境をめぐっては，動物咬傷や人獣共通感染症罹患のリスクに加え，治療の際の麻酔ガス




や啓発のための取 り組みは，始まったばかり であると 言えるだろう 。
2. 海外における獣医師のメンタルヘルスに関する認識と取り組み
海外の研究では，獣医師は他職種に比べて気分障害の罹患率や自殺率，希死念慮を抱く割
合が高い ことが知られており (Jones-Fairnieet al, 2008 ; Net et al, 2015 ; Platt et al. 
2012), 獣医師のメン タルヘルスの問題は早急に取り組むべき深刻な課題と みなされている。
Skipper & Williams (2012)は，獣医師の自殺リ スクを高める要因として，職場での孤立を
はじめとする職業性ストレス，精神的な問題を認めることへの抵抗感，致死量の薬や安楽死
への業務的親和性などを挙げている。さらに，66%の獣医師有資格者が臨床的な抑うつ症状
を自覚していながら， 実際に治療を受けたのはその半数であったこと から，メ ンタルヘルス
の問題に対する獣医師自身の言忽識不足も自殺リスクを高める要因となっていると指摘してい
る (Skipper& Williams, 2012)。また， Jeyaretnarn et al (2000)は獣医師の間で薬物濫
用がみられる ことを指摘 し，多くの獣医師が長時間労働や仕事に伴う 重責， 専門家間での嫉
妬といった人間関係の困難などによるス トレスと抑 うつ症状に苦しんでいると述べている。
こうした問題の啓発のために，カナダやオーストラリアの獣医師会は HP上にメンタルヘル





から検討する。共通性と 固有性の区別は，横山・岩永 (2003)が邦訳した Coxet al (2000) 
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臨床心理士有資格者 2名と 臨床心理学を専攻する大学院生 2名の合議の上， 「獣医師の仕





獣医師の仕事におけるスト レスに関する 自由記述 50個を細分化し， 55個のテキス トを得
た。分析結果のテキスト 化（一部抜粋）をTable3に，図式化を Figure1に示す。これら
のテキストから， 6つのストレス状況における 20のス トレ ッサーと7つの感情的苦痛 (emo-
tional distress) を抽出した。テキスト数 10以上を得た大カテゴリーは 【①安楽死 ・殺処
分】．【②診療], 【④人間関係lであった。
次に， 獣医師の仕事におけるやりがいに関する自由記述か らは 14個のテキストを得た。
分析結果のテキスト 化をTable4に，図式化を Figure2に示す。これらのテキストから，




刺激文に“獣医師のス トレス”という表現を用いたため， KJ法の結果か らはス トレス状
況ストレス源であるストレッサー，そしてストレス体験としての感情的苦痛が抽出され
た。以下に，ストレス状況を ［ ］．スト レッサーを〔 〕，感情的苦痛を 〈 〉で示す。ま
た，仕事におけるやり がいに関しては 14テキストを得るにと どまっ たため，個別の考察は
行わず，スト レスと の関連から補足的に言及する。
まず獣医師の仕事におけるストレス状況として，【①安楽死 ・殺処分】，【②診療］，【③
労働環境］，【④人間関係］，［⑤ワーク ・ライフ ・バランス（以下， WLBと略記）とキャリ
ア】， 【⑥社会的認知度の低さ】とい う6つのストレス状況が抽出された。これらは組織にお
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Table 3 獣医師の仕事におけるストレスに関する KJ法テキスト化（一部抜粋）
特大カテゴリー 大カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー
スト レス状況安楽死・殺処分ストレッサー 能動的選択
ストレス状況安楽死・殺処分ストレッサー能動的選択




ストレス状況安楽死・殺処分 感情的苦痛 罪悪感• 良心の呵費

























































衛生面や健康上のリス 37 咬まれたり，引っかかれたり， 蹴られたり， 人獣共
ク 通感染症のリスク
ストレッサー 給与面の待遇 15 いく ら働いても給料はあまり変わらない。
ストレッサー 人材不足 21 特殊技術故に，代診を頼める人材が周辺にいない




























ストレッサー 業界の狭さ. . ・+・・ ・....  感情的苦痛 役割幕藤
感情的苦痛 I役割尊藤
感情的苦痛 I存在意義のなさ
ストレス状況 WLBとキャ リア ストレッサー 仕事と家庭の両立の難しさ 19. 女性は独身が多い あるいは結婚退職者が多い
ストレス状況 WLBとキャリ ア ストレッサー 卒前の臨床教育の未熟さ 27 現場に出てからしか技術向上の術がない
ストレス状況 WLBとキャリアス トレッサー 就職に関する課題
25 仕事を選ばなければ転職はそう難しくないが や り
たいことが明確な場合は慎重を期すべき
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Figure 1 獣医師の仕事におけるストレスに関する KJ法図式化



















--r・-----● ● ● ● ● ● ....................................................................... . 
正当な評価 9 満足な収入が得られた
10. 自分の技術を必要としてくれる職場がある
やりがいを感じない I I 14 今のところ獣医の仕事にやりがいを感 じたことはない
ける役割や，意思決定の範囲／統制，家庭と仕事のインターフェイス，キャリア発達といっ

































さらに，［③労働環境】と【⑤ WLBとキャリア】というストレス状況も， Coxet al 
(2000)が示したス トレスフルな仕事の特徴に含まれている。特に［⑤ WLBとキャリア］
をめぐっては，女性獣医師は男性獣医師よりもキャリア上の悩みを抱えやすいことや (Skip-




















相互交流 (euthanasia-relatedinteractions)が生じること によ る自殺リ スク軽減効果もある
と述べ，安楽死という業務が獣医師のメンタルヘルスに与える影響は，これまで指摘されて






次に， 【③労働環境］や ［⑥社会的認知度の低さ】における 〈社会的貢献感の乏しさ 〉に
ついて検討する。これは先行研究では，あまりみられていないストレス体験である。これま









務に対する報酬や評価は決して十分なものではないことを指摘している。また. Tran et al 
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